
 

＜報道発表資料＞ 

（経済同時）                         令和７年６月１０日 

京都国際マンガミュージアム広報担当 

京都市産業観光局クリエイティブ産業振興室 

 

京都国際マンガミュージアム展示 

「マンガで考える人権問題： 

マンガ家が語る 10 のストーリー」展 

の開催    

 

この度、京都国際マンガミュージアムでは、国連人権高等弁務官事務所との共催により、

人権をテーマにした展覧会「マンガで考える人権問題：マンガ家が語る１０のストーリー」

を開催します。 

本展は、「ＥＸＰＯ２０２５大阪・関西万博」の国連パビリオンにて、５月１日から１２

日まで開催された展覧会の巡回展です。人権にまつわる１０のトピックをテーマに、１０人

のマンガ家の描き下ろし作品を展示します。 

 

【開催概要】 

●  日時 令和７年 7 月 3 日（木）～８月１７日（日） 

午前１０時～午後５時（最終入館は午後４時３０分）  

※ 休館日：毎週水曜日（だたし、７月２４日（木）～８月１７日（日）は無休） 

●  場所 京都国際マンガミュージアム ２階 ギャラリー４ 

（〒604-0846 京都市中京区烏丸通御池上る） 

●  展示内容 

１．マンガ家１０人による描き下ろしマンガ作品（各１ページ／デジタルプリント） 

＜出展作家／トピック＞（展示順、敬称略） 

・こうの史代／ステレオタイプ 

・星野ルネ／肌の色、または人種 

・都留泰作／マイノリティ集団の社会的地位 

・鳥飼茜／ジェンダー 

・西岡由香／障害者 

・ヨンチャン／デジタル分野における人権 

・しりあがり寿／思想と表現の自由 

・竹宮惠子／生存権 

・今日マチ子／健全な環境に関する権利 

・さそうあきら／自由で公正な世界に関する権利 

２．こうの史代、鳥飼茜、西岡由香による描き下ろしマンガ作品の原画（３点） 



 

 

●  料 金 無料（ただし、ミュージアム入館料〔大人１、２００円、中高生４００円、    

小学生２００円〕は別途必要） 

●  主 催 国連人権高等弁務官事務所 

● 共 催 京都国際マンガミュージアム／京都精華大学国際マンガ研究センター 

 

＜参考＞ 

● 国連人権高等弁務官事務所（UN Human Rights） 

国連人権高等弁務官事務所は、国連の人権活動の中心となる機関です。世界人権宣言

で謳われているあらゆる人権と自由の促進及び擁護に対する世界のコミットメントを

代表しています。 

 

＜お問合せ先＞ 

京都国際マンガミュージアム 

電話：０７５－２５４－７４１４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「マンガで考える人権問題：マンガ家が語る 10 のストーリー」ポスター 


